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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月13日(2019.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の振動子を備えた超音波プローブを用いて被検体に集束型の超音波ビームを送信す
る送信イベントを複数回繰り返すとともに、各送信イベントに同期して被検体から反射超
音波を受波し、受波した反射超音波に基づいて生成される複数の音響線信号を合成して合
成音響線信号を得る超音波信号処理装置であって、
　送信イベントごとに前記複数の振動子から選択される振動子により超音波ビームが集束
する位置を規定するフォーカス点が送信イベントごとに変更されるように、被検体内に超
音波ビームを送信イベントごとに前記超音波プローブに送信させる送信部と、
　各送信イベントに同期して、前記超音波プローブが前記被検体から受波した反射超音波
に基づいて、前記超音波プローブの振動子各々に対する受信信号列を生成する受信部と、
　前記送信イベントごとに、前記フォーカス点を通過する複数の対象線からなる対象線群
上に存在する複数の観測点について、各観測点から得られた反射超音波に基づく前記受信
信号列を整相加算して音響線信号を生成する整相加算部と、
　前記整相加算部が生成した複数の前記音響線信号に基づき、前記合成音響線信号を合成
する合成部と
　を備え、
　前記複数の対象線は、互いに交差しており、
　前記対象線群の対象線の数は、送信イベントごとに選択される振動子の数よりも少ない
　ことを特徴とする超音波信号処理装置。
【請求項２】
　前記対象線群は、前記超音波プローブの振動子が並ぶ方向に対して直交する対象線を含
む
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波信号処理装置。
【請求項３】
　前記送信部は、前記超音波プローブに列設された複数の振動子から前記超音波ビームを
送信するための送信振動子列を選択し、
　前記対象線群は、前記送信振動子列の一端を通過する対象線と、前記送信振動子列の他
端を通過する対象線とを含む
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の超音波信号処理装置。
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【請求項４】
　前記対象線は全て、前記送信振動子列を通過する
　ことを特徴とする請求項３に記載の超音波信号処理装置。
【請求項５】
　同じ深さにおける複数の観測点は、前記超音波プローブの振動子が並ぶ方向に対して等
間隔に並ぶ
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の超音波信号処理装置。
【請求項６】
　前記対象線群に含まれる２つの隣接する対象線がなす角は一定である
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の超音波信号処理装置。
【請求項７】
　前記整相加算部は、送信された超音波が各観測点に到達する送信時間を、前記観測点の
深さが前記被検体内で超音波が集束するフォーカス深さ以上である場合には、送信された
超音波が前記送信振動子列から前記フォーカス点に達するまでの第１時間と、前記基準点
から前記観測点に到達する第２時間との合計を送信時間として算出し、前記観測点の深さ
が前記被検体内で超音波が集束するフォーカス深さ未満である場合には、前記第１時間か
ら前記第２時間を減算した結果を送信時間として算出する
　ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の超音波信号処理装置。
【請求項８】
　前記対象線群に含まれる対象線の数は、３以上である
　ことを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の超音波信号処理装置。
【請求項９】
　前記複数の対象線は、前記フォーカス点で互いに交差する
　ことを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載の超音波信号処理装置。
【請求項１０】
　前記対象線群に含まれる各対象線は直線であり、１つの対象線上であって前記フォーカ
ス点からの距離が所定距離以上である１つの観測点について、前記１つの対象線上にある
最近接の観測点との距離は、前記１つの対象線に隣接する対象線上に存在する最近接の観
測点との距離より小さい
　ことを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載の超音波信号処理装置。
【請求項１１】
　超音波プローブと、
　請求項１から１０のいずれか１項に記載の超音波信号処理装置と、
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１２】
　複数の振動子を備えた超音波プローブを用いて被検体に集束型の超音波ビームを送信す
る送信イベントを複数回繰り返すとともに、各送信イベントに同期して被検体から反射超
音波を受波し、受波した反射超音波に基づいて生成される複数の音響線信号を合成して合
成音響線信号を得る超音波信号処理方法であって、
　送信イベントごとに前記複数の振動子から選択される振動子により超音波ビームが集束
する位置を規定するフォーカス点が送信イベントごとに変更されるように、被検体内に超
音波ビームを送信イベントごとに前記超音波プローブに送信させ、
　各送信イベントに同期して、前記超音波プローブが前記被検体から受波した反射超音波
に基づいて、前記超音波プローブの振動子各々に対する受信信号列を生成し、
　前記送信イベントごとに、前記フォーカス点を通過する複数の対象線からなる対象線群
上に存在する複数の観測点について、各観測点から得られた反射超音波に基づく前記受信
信号列を整相加算して音響線信号を生成し、
　前記整相加算部が生成した複数の前記音響線信号に基づき、前記合成音響線信号を合成
する
　方法であり、
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　前記複数の対象線は、互いに交差しており、
　前記対象線群の対象線の数は、送信イベントごとに選択される振動子の数よりも少ない
　ことを特徴とする超音波信号処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の一態様に係る超音波信号処理装置は、複数の振動子を備えた超音波プローブを
用いて被検体に集束型の超音波ビームを送信する送信イベントを複数回繰り返すとともに
、各送信イベントに同期して被検体から反射超音波を受波し、受波した反射超音波に基づ
いて生成される複数の音響線信号を合成して合成音響線信号を得る超音波信号処理装置で
あって、送信イベントごとに前記複数の振動子から選択される振動子により超音波ビーム
が集束する位置を規定するフォーカス点が送信イベントごとに変更されるように、被検体
内に超音波ビームを送信イベントごとに前記超音波プローブに送信させる送信部と、各送
信イベントに同期して、前記超音波プローブが前記被検体から受波した反射超音波に基づ
いて、前記超音波プローブの振動子各々に対する受信信号列を生成する受信部と、前記送
信イベントごとに、前記フォーカス点を通過する複数の対象線からなる対象線群上に存在
する複数の観測点について、各観測点から得られた反射超音波に基づく前記受信信号列を
整相加算して音響線信号を生成する整相加算部と、前記整相加算部が生成した複数の前記
音響線信号に基づき、前記合成音響線信号を合成する合成部とを備え、前記複数の対象線
は、互いに交差しており、前記対象線群の対象線の数は、送信イベントごとに選択される
振動子の数よりも少ないことを特徴とする。
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摘要(译)

公开的是会聚的发射波束形成合成孔径方法使用，以提供一种能够减少
计算整相相加的量，同时抑制在空间分辨率和S / N比的降低的超声波信
号处理装置。 一种发送单元，其使得超声波探头针对每个发送事件将对
象内的超声波束发送到超声波探头，同时改变定义超声波束针对每个发
送事件聚焦的位置的焦点;存在于由穿过焦点的多个目标线组成的目标线
组上对于多个观测点，超声波信号处理装置和用于基于由整相相加从各
个观测点获得的反射超声波产生子帧的声线信号的接收信号串中的整相
相加单元，每个受试者线是一条直线，对于对象线的一个观察点，最接
近上同一主题行观察点该距离小于到相邻目标线上存在的最近观察点的
距离。
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